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【背景および目的】 
一般人における脂質異常症に関して、高 TG と低 HDL-C の組み合わせが、心血管死亡および冠動
脈疾患発症の予測因子となり得ることが報告されている。本研究では、維持血液透析患者において、
TG/HDL 比が心血管イベントと全死亡の予測因子としての有用性を検証することを目的とした。 
【方法】単一施設で 6 ヶ月以上の維持血液透析を施行している 193 例の患者を抽出し、後ろ向き
コホート研究を行った。観察期間の中央値は 3.9 年であった。アウトカムは観察期間中の心血管イ
ベントの発症と全死亡とした。TG/HDL-C 比を 3 分割することで群分けし、Cox 解析によりアウ
トカムと関連性を検討した。Kaplan-Meier 曲線から 3 群の予後を比較し、log-rank 検定で有意差
を評価した。 
【結果】観察期間中に 88 例の被験者が心血管イベントを発症した。32 例が死亡し、そのうち 4 例
は心血管イベントによる死亡であった。TG/HDL 比がより高い群（tertile3）は、TG/HDL比が低
い群（tertile1）に比べて心血管イベントの発症がより起こりやすく（HR :1.82, 95%CI :1.01-3.35）、
全死因率も上昇した（HR: 6.13, 95%CI: 2.13-20.22）。Kaplan-Meier 曲線の結果を log-rank 検定
した結果、TG/HDL 比は心血管イベントの有意な予測因子であることが示された。 
【考察】この研究の結果から、維持血液透析患者の TG/HDL 比は、心血管イベント発症や全死亡
の予測因子となりうることが示された。層別化された TG/HDL 比で示されるような維持血液透析
患者の脂質異常症データは、長期的な心血管イベントと総死亡を予測するために、信頼性があり、
かつ使いやすい指標であると考えられた。TG/HDL 比は、維持血液透析患者における動脈硬化性
指標として、心血管アウトカムを予測できる可視化できるマーカーとなりうる。 
【結論】TG/HDL比は簡便に調べられるマーカーであり、維持血液透析患者において、心血管イ
ベントや全死亡を予測する有用な因子であることが示された。 
